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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

「努力線」と「成長曲線」 
 

 

 前年度、学校だより発行１００号の節目に、元メジャーリーガ―のイチロー選手が、年間２００本安打

を目標としていたこと、それに対して、私があえて数字を挙げるなら「１００」です。とお伝えしました。 

私が、なぜ１００という数字にこだわるのか。昨日の始業式で、下記の「努力線」と「成長曲線」の話

を子どもたちにしました。 

 

                      人間、努力が大切です。しかし、努力をしただけでよい 

結果が出るとは限りません。努力をしても結果が出ない時 

があります。例えば、野球やバレーボールを毎日練習して 

も、なかなか上手にならない時があります。そんな時には、 

人間あきらめがちになるものです。 

                      「自分には才能がないのだ。それに比べてあの人には才 

能がある。自分とは違う」などと思いがちです。 

                      しかし、それは違います。人間は努力し続けさえすれば 

必ず上手になります。 

 ０       ５０     １００ 

それも、突然上手になるのです。例えば、上の図のように努力を毎日、毎日積み重ねるとします。

少しずつ、少しずつ、毎日、毎日、休まずに努力を積み重ねます。けれども、成長曲線は、まだまだ、

上の方には上がってきません。さらに、毎日努力を積み重ねます。けれどもまだ、成長は目に見えて

はきません。５０日努力しても、まだ、成長は目に見えてはきません。 

   成長が目に見えてこないので、この辺りになると、あきらめがちになります。しかし、あきらめず

に努力することが大切です。すると突然、この曲線のように、急に、努力の線を越して自分の目に見

えてくるようになります。それは、ちょうどこの１００日の辺りです。このように、何事も１００日

努力するとよい結果が出ます。 

   １００日までは、努力が自分の体の中に蓄えられるのです。そして、１００日たった頃に、蓄えら

れた努力が、風船が破裂するように爆発して、自分にも人にも見えるようになるのです。 

   「ドリーム＆チャレンジ！」さあ、みなさんは、何を目標に、どんなことを１００日、１００回、 

  努力していきたいですか。1学期のめあてをたてるときに考えてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【着任式で歓迎の言葉を述べる 6年生】      【入学式で歓迎の言葉を述べる 6年生】 

成長曲線 

努力線 

新学期早々、活躍する６年生！ 立派な態度で代表のあいさつができました      


